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カーペット系床仕上げプラスチック系床仕上げ

床仕上げは建物の最終仕上げ
明治維新後、建築物の洋風化とともに欧米の内装仕上げ技術が
導入されました。特に 官公庁、病院、大型ビル等の床仕上げにお
いては、塩ビタイル、塩ビシート等の施工が主流になっていきま
した。床は常に人間と接触する部分なので、凹凸が無く歩きやす
い施工が求められます。 

競技はプラスチック系床材であるタイルやシートを用い、平坦な
部分（平場）と階段部分に割り付け、カッティング、張り付けなど
を行っていくものです。文字やパイプの周りなどは、特に繊細な
技能が必要とされます。 

スパトラナイフ

熱風溶接機

床タイル

床仕上げは建物の最終仕上げ
カーぺットの起源は非常に古く、人類が狩猟生活を営んでいた
ころから存在していたとされています。日本における床仕上げ材
としてのカーぺットは当初、ホテル、裕福な邸宅など、限られたと
ころでしか使用されませんでした。近年では、住宅はもちろん、学
校、 病院、店舗など、幅広い用途に供されています。 

競技はカーぺットを裁断、縫製し、平坦な部分（平場）と階段部分
に敷き詰めていき、綺麗に仕上げ施工する作業です。糸と針を
使った縫い合わせや、テープによる接合、特殊工具を使用するグ
リッパー工法など、多岐にわたる施工技能が必要です。  

本来硬い床材が、まるで紙を切るが如くに操られてい
きます。より美しく、より正確に仕上げることを競い合っ
ていきます。
各材料がすきま無く、自然な形で競技架台のなかに収
まり、仕上がっていく様子が見所です。技能士のワザの
出しどころです。 

技能検定職種名（作業名）　内装仕上げ施工（プラスチック系床仕上げ工事作業） 技能検定職種名（作業名）　内装仕上げ施工（カーペット系床仕上げ工事作業）

競技概要 競技時間 4時間30分（1日） 競技概要 競技時間 4時間30分（1日）

ニーキッカー

カーペットトリマー
第31回 競技課題Point

カーぺットの縫い合わせ部分や、階段などの凹凸部分
を 綺麗に仕上げるのが非常に難しいところです。
手縫い作業は、まさに職人芸といった練達の技能が必
要です。手作業による技能の要素が多く、速さと正確
さ、手元の器用さなどが求められ、技能者にとってはワ
ザの見せどころです。 

Point

岡田  啓介 さん
（株）岩野商会

若い人に、どんどんこういう仕事に入ってもらって、焦
らずにやっていってもらえればいいかなと思います！

前回大会 金メダリストからメッセージ！

第31回 競技課題
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